
（別紙様式４－１）                                     （県立高等学校・中学校用） 

 
（ 熊本県立熊本高等 ）学校 令和７年度（２０２５年度）学校評価計画表 

 

１ 学校教育目標 

建学の精神である「士君子」の養成を教育目標とし、徳性、智能、体力ともにすぐれた人物を養成するこ
とを方針とする。また、「深い自己理解のもと、個性を生かし、社会に積極的に関わっていく、自立した
個人」を SI（ｽｸｰﾙ･ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ）として規定し、教育に取り組む。 

 

２ 本年度の重点目標             

「士君子タルノ修養」を最上位の目標に掲げ、生徒の自主性と成長の可能性を信じて教育活動に邁進し、
校訓の冒頭にある「誠実」な心、人生を豊かにする「教養」、美しいものに心動かす「感性」を育む。加
えて、スクール・ミッションに掲げてあるイノベーティブでグローバルな人材を育成するために、ＩＣＴ
を積極的に活用するなどして、新たな教育へも果敢に挑戦し、高度で深い学び、探究的な学びを展開す
る。 

 
３ 自己評価総括表   

評 価 項 目 
評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 

大項目 小項目 

学校 
経営 

「士君子」 
養成 

（志の高揚） 

学校文化の 
継承 

学校活動全般
に建学の精神
を反映させる 

職員間で適宜
積極的な意見
交換を行い、
生徒に投げか
けながら学校
全体で取り組
む 

Ａ 

職員間の意見交換が生
徒の学習活動や学校行
事に反映し、組織的な
体制による充実した教
育活動が行われた。生
徒は文化祭や体育祭な
どの主要な行事を経験
したことで主体性が育
まれ、対外的な活動に
も「二兎を追う」姿勢
で積極的に参加した。 

安全管理の 
整備 

安全管理に 
関する 
意識向上 

学校活動全般
における安全
管理に対する
高い意識を持
ち、安全で、
かつ安心した
生活を送るこ
とができる 

防災主任、健
康安全係を中
心に、校内安
全点検の実施
及び自然災害
時に対応した
マニュアルと
体制に基づき
取り組む 

Ｂ 

年３回の定期的な安全
点検を中心に職員全体
で協力して行うことが
できた。指摘のあった
危険箇所に対する対応
も速やかに行われた。
防消火避難訓練の実施
や熊本市震災対処訓練
への参加等、危機管理
マニュアル等に沿った
確認と行動を実践でき
ている。マニュアルに
ついては、様々な状況
を想定して随時見直し
をする必要がある。生
徒・職員の安全に対す
る意識の更なる醸成が
課題である。 

開かれた 
学校づくり 

情報の公開 

学校の取組を
速やかに情報
発信する 

情報管理係を
中心に、ホー
ムページの更
新・充実（特
に学校行事）
を図る 

Ｂ 

体育祭・文化祭など学
校行事の様子は発信し
ている。生徒・保護者
への連絡は「すぐー
る」を活用している。
生徒の活動を紹介する
ページ（特に部活動）
の充実が今後の大きな
課題である。 

学校や 
授業の公開 

授業公開や学
校行事をでき
るだけ多くの
方に公開する 

公開授業、文
化祭、体育祭
の学校行事に
保護者や中学
生、地域の方
を案内する 

Ａ 

年２回の公開授業を、
本校保護者向けと中学
３年生向けに分けて実
施したが、多くの参加
を得ることができた。
文化祭・体育祭も大盛
況であった。 

育友会との 
連携 

育友会総会・
学年別懇談会
・保護者会の
充実を図る 

各学年や対外
連携係を中心
に、育友会役
員と連携を図
り、従来の形
式・計画によ

Ａ 

育友会総会や学年保護
者会なをはじめとす
る、育友会行事を成功
裏に終えることができ
た。とくに、体育祭は
初めてのパークドーム



る育友会行事
を再構築して
実施する 

での開催であったが、
協力のおかげでスムー
ズに運営できた。 

業務改善 
働き方改革 

勤務環境等の 
整備 

行事の精選及
び校務分掌の
見直しを行う
とともに、相
互信頼に基づ
いた心身とも
に安心感のあ
る職場環境を
目指す 

勤務実態調
査、学校自己
評価、校長面
談等による意
見交換を通し
て適宜改善を
図る Ａ 

勤務実態調査をもとに
職員の健康状態を把握
し、超過勤務の改善に
努めた。職員会議・研
修の方法を工夫した
り、定時退勤の期間を
設けたりするなどの取
組を行った。ストレス
チェックを通して職員
の健康状態を確認し、
産業医による指導・助
言を仰いだ。 

学力 
向上 

授業の 
質の向上 

職員間による 
指導内容の 
共有化 

単元の区切り
ごとに年間指
導計画をもと
にした教科会
及び授業研究
会を実施する 

各教科で十分
に検討のうえ
指導計画を作
成し、授業相
互見学や研修
会等を通して
教科の枠を越
えて指導計画
の共有を図る 

Ｂ 

教科・科目内で、単元
ごとに指導計画や内容
の検討が行われ、授業
の質の向上につながっ
た。教科の枠を超えて
の授業見学も一定程度
見られたが、より活発
な教科間交流が行われ
るよう働きかけたい。 

考査の 
質の向上 

思考力を 
深める 

考査問題の 
作成 

考査問題（定
期考査、校内
模試、実力養
成考査）の充
実を図り、特
に校内模試で
は進路指導の
中核となる問
題の質を確保
する 

教務課、進路
課が立案する
考査実施計画
に基づき、各
教科で十分な
検討を行い、
デジタル採点
も活用しなが
ら、質の高い
考査問題を作
成する 

Ａ 

校内模試は本校進路指
導の拠り所となるもの
であり、また定期考査
は授業内容の定着度を
見る意味を持つ。本校
の進学指導の両輪とも
いえる考査であり、各
教科・科目とも十分に
時間を割き、質の高い
問題作成に力を注い
だ。 

キャリ
ア教育 
（進路 
指導） 

生徒の 
進路目標実現 

次代のグロー
バル社会を担
う、自主的探
究心を持つ 
人材育成 

探究活動及び
STEAM 教育の
充実を図る 

教育研究課､教
務課を軸に外
部団体との連
携や、ＩＣＴ
の積極的な活
用により、総
合的な探究の
時間を中心に
取り組む 

Ａ 

「総合的な探究の時
間」の３年間を見据え
た実施方法や発表手順
が確立し、精度を高め
ることができた。職員
・生徒のＩＣＴ活用ス
キルが向上し、探究型
授業の支援体制を構築
できた。台湾の姉妹校
との交流や職場体験な
ど他者との交流におい
ても進歩が見られた。 

生徒の 
進路意識の 

高揚 

進路に関する
個人面談を実
施する 

年２回以上、
各学年で立
案、実施する 

Ａ 

入学直後に進路観を講
話でフラット化した
後、巡回面談など濃密
な個人面談を学校全体
で取り組み、進路意識
の高揚を図った。低学
年時からの難関大や医
学科志望者への情報発
信・指導も増えた。 

職員間の 
進路情報の 
共有化 

進路検討会参
加を通して進
路情報を共有
する 

進路検討会を
年２回実施す
るとともに、
先進校及び難
関大視察を行
う Ａ 

年間２回の進路検討会
を実施し、各生徒の詳
細な進路選択状況の情
報共有を図った。医学
科入試研修、東大京大
入試動向研究もウェブ
共有配信できた。今年
度は他県トップ校から
の学校訪問も増え、先
進校との情報交換、難
関大視察も充実した。 

生徒 
指導 

品位・品格の 
定着と 

良識ある行動 

端正な 
制服の着用 

士君子として
品位ある制服
の着用ができ
るようにする 

必要に応じて
整容指導及び
登校指導を実
施する 

Ｂ 

整容指導について、日
々の学校生活を通して
全職員で指導に取り組
んだ。服装検査は自律
心向上を目的として、
職員主導から生徒（室
長・副室長）主導の形
式に変更して実施し



た。また、１月始業式
時に生徒会より制服の
着こなしについて、確
認と呼びかけをおこな
った。 

交通安全に 
関する 
意識向上 

危険事例につ
いて生徒も含
め情報を共有
する 

朝礼、ＬＨＲ
やＩＣＴを活
用して共有を
図るととも
に、ヘルメッ
ト着用を推進
する 

Ｂ 

交通安全講習会や掲
示、全校生徒への連絡
・周知に努め、軽微な
自転車事故の発生件数
はやや減少した。来年
度から導入される自転
車の反則制度につい
て、１２月終業式で警
察署からの周知をおこ
なった。 

自主自立の 
精神の涵養 

学校行事への 
積極的取組 

各種学校行事
に主体的に参
加する態度を
育む 

生徒課・各学
年が連携し
て、立案する 

Ａ 

生徒会総務委員会と各
実行委員会が各課・各
学年と連携しながら学
校行事の企画・運営に
取り組むことによっ
て、生徒の主体的な参
加につながった。 

ボランティア
活動の 
推進 

ボランティア
活動へ積極的
に参加する態
度を育む 

各クラスのボ
ランティア推
進委員に生徒
への啓発・働
きかけを促す 

Ｂ 

部活動単位でのボラン
ティア推進委員の働き
かけにより、より多く
の生徒が校内外でのボ
ランティア活動に、積
極的に参加した。 

学校生活への 
不安を抱えた 
生徒への対応 

保護者との 
連携強化 

生徒に関する
気づきについ
て、必要に応
じて速やかに
保護者へ連
絡、情報の共
有を図る 

教育相談係・
各学年等で連
携して日常的
な気づきの機
会を増やし、
面談等も行い
ながら適切に
保護者と連携
する 

Ｂ 

担任と保護者が面談や
電話連絡等を通じて連
携を密にし、該当生徒
の情報を関係職員とす
みやかに共有すること
で、スクールカウンセ
ラーやスクールソーシ
ャルワーカーに繋げる
等、迅速かつ組織的に
対応することができ
た。 

人権 
教育 
の 
推進 

人権学習の 
取組みの充実 

生徒の人権意
識の向上・自
尊感情の育成 

年間３回以上
の人権をテー
マとするＬＨ
Ｒを実施する 

人権教育推進
委員会で実施
計画を立案
し、学期に１
回各学年で取
り組む 

Ｂ 

人権学習を学期１回の
ＬＨＲで実施すること
で、生徒の人権意識の
向上を図ることができ
た。 

特別支援教育 
の充実 

校内研修を実
施し、職員間
の情報の共有
化を図る 

特別支援教育
コーディネー
ターを中心と
して研修計画
を立案、支援
を要する生徒
の対応を中心
に学校全体で
取り組む 

Ｂ 

関係職員を中心に個別
の教育支援計画につい
て情報共有し、作成・
更新の有無について確
認することができた。
さらに、次年度に向け
て、既存の委員会で、
組織的に取り扱う方向
で準備を進めることに
なった。 

命を大切にす
る心を育む 

指導 

生命の尊重や 
自尊感情の 

育成 

ソーシャルス
キルトレーニ
ングといっ
た、他者を尊
重すると共に
自尊感情を育
む取組を実施
する 

教育相談係と
各学年で連携
し、学校行事
・ＬＨＲ等で
適宜実施する Ｂ 

学校行事・ＬＨＲ等で
担当と学年で連携しな
がら計画的に実践する
と共に、職員間で情報
の共有を図った。 

いじめ 
の防止 
等 

未然防止 
職員の 
連携強化 

様々な場面で
生徒の様子を
観察し、職員
間で情報を共
有する 

生徒課及び教
務課が立案す
る年３回の授
業相互見学の
他、適宜職員
間で情報を共
有し、組織的
に対応する 

Ａ 

担任や関係職員が面談
等を通じて生徒の状況
を細やかに把握し、情
報集約担当者に随時報
告することで、迅速か
つ組織的に対応するこ
とができた。また、授
業相互見学を各学期に
１回実施し、生徒の様
子を観察することで得
た情報を共有できた。 



早期発見 生徒の 
実態の把握 

個人面談や心
のアンケート
などを通して
早期の気づき
につなげる 

教育相談、各
学年で年２回
以上の個人面
談や年２回以
上の心に関す
るアンケート
を立案・実施
し、いじめ案
件があれば情
報集約担当者
を中心として
組織的に対応
し、必要に応
じて保護者と
の速やかな連
携を図る 
欠席１０日を
超える生徒の
情報を集約
し、定期的に
観察する 

Ａ 

各学年で連絡会を実施
し、生徒の情報を共有
することで日頃の支援
に繋げた。６月と１２
月実施した２回のアン
ケートの結果を参考に
しながら、悩みや課題
を抱えている生徒に対
し、迅速に学年・養護
教諭やＳＣなどと組織
的な対応を行った。 
欠席が増えた生徒を定
期的に確認し、該当生
徒の状況を確認したこ
とで、学年・養護教諭
やＳＣなどと連携して
組織的な対応を行うこ
とにつながった。 

教育 
環境 
の 
整備 

教育の 
情報化 

教育の情報化 
の促進 

オンライン学
習の充実に資
するようＩＣ
Ｔ機器の充実
や操作の習熟
を図る 

一人一台端末
の活用を軸
に、ＩＣＴ活
用係の立案に
基づいて取り
組む 

Ｂ 

効果的な使用を磨く必
要がある。また、端末
の経年劣化による故障
が多かった。来年度か
らは生徒購入となり、
その点は改善されると
思われる。 

環境保全・ 
環境美化 

校舎内外の 
整備と 

美化への取組 

清掃活動へ積
極的に取り組
む姿勢を育む 

日常的な清掃
に加え、健康
安全係が立案
する年２回の
除草作業にも
積極的に取り
組む 

Ｂ 

複数の委員会の協力の
もと、５月に全校生徒
および全職員で協力し
て除草作業を行うこと
ができた。日常的な清
掃では設備の老朽化や
掃除監督教諭の担当場
所が複数あることが課
題である。 

図書館の 
充実 

図書館の 
積極的活用 

各教科や総合
的な探究の時
間における図
書館利用の拡
充を図る 

図書放送係の
立案に基づき
図書委員を積
極的に活用し
ながら取り組
む 

Ｂ 

多様な学びを保障する
ため（洋書を含め）書
店等で生徒が出会えな
い本を努めて選書し
た。また、委員生徒を
中心に生徒目線での選
書にも努めた。 

地域 
連携 

地域とともに
ある学校づく
りの推進・ 
地域防災組織 

の構築 

教育活動の充
実、地域・関
係機関との連
携強化 

学外の視点を
取り入れなが
ら、本校教育
全般の充実を
図る 

年２回学校運
営協議会を開
催し、委員の
意見を学校の
教育活動や、
学校防災の推
進体制に反映
する 

Ａ 

地域の実態や外部の専
門的な見地から学校運
営に資する貴重な意見
が得られ、今後の修正
・改善に向けて参考と
なった。安全危機管理
について防災組織・体
制を確認し共有した。 

 
 
４ 学校関係者評価 

・質の高い授業実践を軸としつつ、これまでのＩＣＴ活用の知見を生かして学びの充実を図る。併せて、最

新の入試情報を全職員で常に共有し、組織的な授業改善を継続していく必要がある。 

・登下校時、自転車通学生の交通事故等の危険から生徒を守るため、警察等の外部機関と密に連携した交通

安全指導を強化する。生徒自身の危険予測能力を高め、安全意識を習慣化させるための予防的措置を徹底

することが重要である。 

・校則については、これまでの改定の経緯を踏まえ、生徒の主体性を尊重した実態に即した運用を目指す。

今後も生徒・保護者・教職員が協議する場を設け、適切な規定のあり方を検討し続ける必要がある。 

・不登校などの課題を抱える生徒に対し、ＳＣや関係機関との連携を一層深め、初期段階での迅速かつ組織

的な支援体制を確実に行使していく。 

・気象災害や震災等の緊急時において、生徒・職員の安全を最優先に確保できるよう、連絡体制の構築・強

化を図る。また、「危機管理マニュアル」を定期的に検証し、有事の際に迅速かつ的確に対応できる体制

を維持しておく必要がある。 

 
 
 
 



５ 総合評価 

・スクール・ミッションに基づく学校教育目標の実現に向けて、各課・各学年で組織的に取り組まれている

成果が現れ、各項目において全般的に高い評価となっている。 

・保護者や地域からの関心が高い学習・進路面については、全体での難関大学に関する研修や進路検討会を

はじめ、教科担当者間では作問の検討会や教材研究を行うことで、本校に求められる質の高い授業や充実

した進路指導が実践されている。 

・生活面は、生徒・保護者・教職員が意見交換を行う機会を設けるなどして検討が重ねられ、指定服の追加

を行った。また、委員会活動を主に交通安全意識を啓発したり、防災訓練を実施して意識の高揚を図った

りするなど、安全危機管理に関する取組が実践された。 

・ＩＣＴの活用については、オンラインによる全校・学年集会の効率的な運用を定着させるとともに、デジ

タル採点の積極活用や授業でのＩＣＴツールの工夫により、業務改善と教育効果の両立が図られた。 

 
 

６ 次年度への課題・改善方策 

・伝統ある学校行事や諸活動について、これまでのスリム化の成果を検証し、生徒の主体的な活動を保障し

つつも、職員の働き方改革に資するよう、より弾力的・効率的な運営形態への転換を継続して推進する。 

・校内施設の老朽化に対する計画的な修繕を継続するとともに、生徒の学習意欲を高める環境整備を推進

する。特に、ＩＣＴ環境の安定運用と、安全・安心な居場所としての教室環境の質的向上を図る。 

・校則等の規定については、生徒・保護者・教職員による協議のサイクルを確立し、不断の見直しを行う。

単なる緩和ではなく、社会規範等に基づいた規定を段階的に整備していく。 

・不登校などの課題を抱える生徒への支援として、ＳＣやＳＳＷ、医療機関等の外部専門機関との連携を一

層深化させ、組織的かつ継続的な支援体制を構築する。生徒一人ひとりの悩みの的確な把握に努めるとと

もに、豊かな人権感覚を醸成し、すべての生徒が安心・安全に過ごせる学校づくりを推進する。 

・自転車通学におけるヘルメット着用の定着化を図るため、生徒会や交通委員会による主体的な啓発活動

を支援する。警察との連携を通じ、実効性の高い交通事故防止策を継続的に展開する。 

・ＩＣＴの活用については、質の向上を目指す。デジタル採点や生成ＡＩの活用等の事務効率化をさらに進

めるとともに、より深い学びを実現するため、校内研修等を通して教育効果の最大化を目指す。 
 


